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令和-6（2024）年 - 9月30日まで

広報はつかいち令和 6年 9月号 6広報はつかいち令和 6年 9月号7

問い合わせ　地域包括ケア推進課☎㉚9167

公文書の開示請求・保有個人情報
の開示請求などの運用状況 問い合わせ　総務課☎㉚9101

9 月は認知症月間
9月21日は認知症の日です。

認知症になる「働き盛りの世代」が増えています

　認知症は一般的には高齢者に多いですが、65歳未満で発
症した場合は「若年性認知症」といいます。発症年齢は平
均で54. 4 歳であり、女性よりも男性に多いといわれていま
す。年齢から、ストレスやうつ病、更年期障害などの別の
病気と思われ、発見が遅れてしまう
こともありますので、何か様子がお
かしいという「変化」を自身や家
族、身近な人が見逃さないことが大
切です。

認知症かな？と思ったら

　早期の治療やリハビリ、生活習慣の改善によって進行を
遅らせることができます。また、記憶力や判断力が失われ

ないうちに、周囲に自分の思いを伝
え、将来に備え、支援体制を整え
るためにも早期発見・対応が大切
です。地域包括支援センターでは、
認知症の専門医の紹介や認知症に
関する相談を受け付けています。

相談先 電話番号
地域包括支援センターはつかいち西部 ☎㉚9０66
地域包括支援センターはつかいち中部 ☎⑳45８０
地域包括支援センターはつかいち東部 ☎㉚915８
地域包括支援センターさいき ☎�２８２８
地域包括支援センターおおの ☎㊿０２51

認知症を 
正しく理解しましょう
　認知症の人は、これまでの自分の変化に誰よりも不安で
苦しんでいます。認知症になっても周囲の理解があれば、
本人も家族も、住み慣れた地域で安心して暮らしていくこ
とができます。気持ちに寄り添う対応を心がけましょう。
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令和 5年度の請求などの状況
公文書の開示請求（申出）の状況

開示請求 開示申出（※ 1）
決定などの状況

全部開示 部分開示（※ 2 ） 不開示（※ 3 ） 取下げ
請求 申出 請求 申出 請求 申出 請求 申出

96  137 37 18 73 118 30 0 12 9
※決定などに対する行政不服審査法の規定に基づく審査請求は 1 件ありました

保有個人情報の開示請求の状況

開示請求 決定などの状況 訂正請求 利用停止請求
全部開示 部分開示（※ 2 ） 不開示（※ 3 ） 取下げ

25 7 11 8 1 0 0
※決定などに対する行政不服審査法の規定に基づく審査請求は17件ありました
※ 1 　開示申出とは、条例で定める請求権者（市内に住所がある人など）以外の人からの閲覧などの申出のことです
※ 2 　部分開示とは、特定の個人を識別できる情報などが含まれていたため、その部分を除いて開示したものです。また、

1 件の請求に対し複数の決定が行われる場合があることから、請求の件数と決定などの件数の合計は、必ずしも一致しません
※ 3 　不開示とは、開示することができない情報が含まれており、その開示することができない情報を除いた残りの部分に

有意な情報がないことや、開示請求された公文書を市が保有していないことなどを理由として、その全てを開示しないこ
ととしたものです

【生活面】
■ リモコンや電話の操作がわからなくなる
■ 財布や鍵をどこに置いたかわからなくなる
■ お金の計算や漢字の読み書きがわからなくなる
■ 知っているはずの場所で道に迷う
【仕事面】
■ 職場の仲間や取引先の相手の名前が思い出せない
■ 約束を忘れてしまう、忘れ物が増える
■ 作業に手間取ったり、ミスをすることが増える
■ ボーっとしていることがよくある
【その他の面】
■ 何をするにもおっくうで外出したくない
■  急に怒り出すなど感情のコントロール 

ができない
■ 身だしなみに無頓着になる
■  言いたいことがあるのに言葉が 

出ない

特別上映会「オレンジ・ランプ」と 
ＶＲ体験会
　39歳で若年性認知症と診断されながらも、働きながら講
演活動を行う丹

た ん

野
の

 智
と も

文
ふ み

さんの実話をもとにした映画です。
認知症の人の視点がわかるＶＲ体験会も行います。
と　　き　 9 月２０日㈮ ①14時～16時（開場13時3０分） 

②1８時3０分～２０時3０分（開場1８時）
　　　　　 9 月２1日㈯③13時3０分～15時3０分（開場13時）
と こ ろ　 ①②ウッドワンさくらぴあ小ホール 

③さいき文化ホール
定　　員　各回２００人（先着順）
申込方法　 地域包括ケア推進課まで電話

または二次元コードから。
申込締切　 9 月17日㈫
※上映時間約1００分

認知症サポーター養成講座
　「認知症サポーター」とは、認知症を正しく理解し、認
知症やその家族にできる範囲で手助けする地域の応援者で
す。本人や家族のもの忘れに関する相談会も行います。
と　　き　1０月 ２ 日㈬　13時～14時3０分
と こ ろ　日本赤十字広島看護大学　ソフィアホール
講　　師　キャラバンメイト　田

た

中
な か

 薫
かおる

さん
内　　容　 ①認知症について、②認知症の予防と接し方の

ポイント、③認知症サポーターの役割と活動、
④もの忘れ相談会（スマートフォンで脳の健康
チェック）

申込方法　 日本赤十字広島看護大学ヒューマンケアリング
センターまで電話☎⑳２８０6、 
メールhuman@jrchcn.ac.jp、 
または二次元コードから。

VR体験イメージ

あてはまる項目あてはまる項目
が多い場合は が多い場合は 
ご相談くださいご相談ください

映画 映画 「オレンジ・ランプ」

「オレンジ・ランプ」
の上映会を行います

の上映会を行います




